
『神奈川きずなブック』活動経過報告 

神奈川県市町村教育委員東日本大震災被災地 
   子ども支援実行委員会（通称：神奈川きずなブック） 

２０１１年度・２０１２年度上期 



神奈川県市町村教育委員東日本
大震災被災地子ども支援実行委員会

　被災からの、復旧・復興のお手伝いとして、本の持つ大きな力をお届けできたらと思います。
　子どもたちが安心して成長していけるよう心から願っています。ぜひご連絡ください。

　　　・企画の概要
主に小学校・中学校の児童・生徒を対象に、新品・中古を問わず、
心を込めて本をお送りします。

●　ご希望、ニーズに合わせます。（種類、内容、冊数、時期、送り先等）
　　１口単位は５０冊程度ですが、何口でも可です。

（例）　小学校低学年用児童書を、５０冊程度、等。
　　まず、ご連絡ください。　ご希望に合った本を集め、お送りいたします。
●　下記連絡先にご連絡ください。
●　送料は無料です。

　　　・連絡先

神奈川県市町村教育委員東日本大震災被災地子ども支援実行委員会
実行委員長　　武井　健一
メール：kyoiku@town.ninomiya.kanagawa.jp
TEL:0463-71-3311(二宮町役場教育総務課内）

（窓口）井出　真理子（二宮町教育委員）
メール：marikuon@gmail.com
TEL:090-7197-7800

平成24年4月1日

子どもたちへ、心を込めて『本など』をお送りいたします 

参考資料 被災地の皆様へ 



１、目的

２、名称

３、組織 実行委員は県内１２地区、３１名です。

実行委員会の役員は次のとおりです。

４、経過 ・２０１２年度も「神奈川県市町村教育委員会連合会」の後援を頂き活動しています。

・２ヶ月に１回の間隔で実行委員会を開催し、有志での会合を重ね今まで７回ほど

　活動に対する思いを強くしています。

・現在の被災地は現場を見る限り、復旧復興の形は明確に見えてこない状況です。

　新聞や報道などでは表せない実際の生の声が聞こえてきます。

小林　徳博 二宮町

実行委員長 武井　健一 二宮町

副実行委員長 溝口　碩矩 相模原市

・これからも支援を継続し被災地の子どもたちが少しでも多く本を読めるように

　開催しています。

この会は、神奈川県市町村教育委員東日本大震災子ども支援実行委員会

  実行委員も被災地の状況や現地の写真などを見たり、聞いたりするたびに

監査 伊藤　祐彦 綾瀬市

副実行委員長 小澤　一成 藤沢市

会計

　活動を進めます。

と称します。通称「神奈川きずなブック」です。

「ほっとけない」を形にしませんか？の呼びかけに端を発して、県内の

教育委員有志を軸に被災地の子どもたちに本等を贈る支援を目的として

生まれました。

何か被災地の復旧復興のお手伝いができないか、と思ったとき、特に

心配なのが子どもたちの今とこれからでした。

本を送るというこの活動に関わってくださったのは、神奈川の子どもたちを

はじめ数えきれないほどの多くの方々です。共感しながら、感謝しながら、

これからも活動を続けていきたいと思います。

はじめに 

「神奈川きずなブック」 



NO 本の冊数

1 57

2 544

3 55

4 80

5 258

6 188

7 73

　 1255

期間　　２０１２年２月～２０１２年１０月まで        1,335,208円

・本の購入や本の送料に充てている。
・現在の支出状況（現在進行中のところを含む）　９87,103円

宮城県南三陸町の小学校・中学校　８校

宮城県亘理郡山元町の小学校２校

合　　　　計

活動実績　　　２０１１年９月～２０１２年１２月

岩手県釜石市の小学校２校・中学校１校

本をお送りしたところ

岩手県大槌町の小学校１校(仮設集団授業4校分）

宮城県気仙沼市の小学校・中学校・幼稚園・保育園・児童館　１９ヶ所（中古本と新本）

岩手県大船渡市の小学校１校

宮城県名取市の小学校・中学校　２校

    寄せられた寄付金 

振込先 

横浜銀行 二宮支店 普通6015652  
口座名  神奈川きずなブック実行委員会 会長 武井健一 



お礼状

支援活動をする子どもた





呼びかけメッセージ
５ 

地域の誓い 



支援先から届いたお礼状 
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支援先から届いたお礼状 



支援先から届いたお礼状 


